
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 SDGs につながる幼稚園版アイコンの作成 

SDGs17 の上位概念である「5 つの P」を基に、保育事例から幼児期に大切にしたいことを抽出し、6 つのカテゴリーに

分類した幼稚園版アイコンを作成しました。 

・持続可能な社会につながる力の育成 

持続可能な社会の担い手となるために幼児期にどのような資質や能力を育むべきか、そのためにはどのようなことが 

保育に求められるのか、SDGｓにつながる力を幼児の“いま”の生活から見通す保育について考察しました。 

 

〇 事例研究を通して 

・幼児期にふさわしい豊かな生活 

幼児を持続可能な社会の担い手として育むということについて、６つのアイコンを視点に、“いま”と“これから” 

を見据えて保育を考察しまし、幼児期にふさわしい豊かな生活が“これから”を生きる力につながるということを 

再確認することができました。 

 

 

研究テーマ “いま”を生きる×“これから”を生きぬく力を育む保育 ４年次 

～幼児期から架け橋期の教育課程をサステナブルに共創する～ 

１年次 ～多様なステキと向かい合う子供たち～  研究成果 

現在、世界的に幼児教育への関心が高まっています。その背景には、幼児期における教育の効果が

明らかにされつつあることがあります。幼児期に「質の高い教育」を受けることは、児童期以降の学

力向上にとどまらず、自律性や忍耐力といった「社会情動的スキル」の育成、さらには将来の健康や

収入にまで、生涯にわたる肯定的な影響を及ぼすと報告されています。一方で、小学校における学習

内容や生活環境の変化に十分に適応できない子どもたちが存在することも、重要な課題として指摘さ

れています。 

こうした状況を踏まえ、現在、「幼小接続」のあり方が改めて見直されています。アプローチカリキ

ュラムやスタートカリキュラム、そして「架け橋期」プログラムの検討を柱として、子どもたちが幼

稚園から小学校へと円滑に移行し、充実した学びと楽しい学校生活を送ることができる環境づくりが

求められています。 

そこで本園では、附属小学校との連携を一層強化し、効果的な幼小接続のあり方を探究する取り組

みに挑戦いたします。幼児期の「遊びの中にある学び」と小学校での学習との関係について、幼稚園

と小学校、双方の視点からその関連性を検討してまいります。 

これらの取組は、幼児教育をさらに充実させ、子どもたちの豊かな未来へとつながるものです。こ

の挑戦は、多くの教育関係者の皆様と一歩ずつ、着実に歩みを進めていくことでしか成し遂げること

はできません。今後とも、共に歩んでいただけましたら幸いです。 

滋賀大学教育学部附属幼稚園 

園長  奥田 援史 

 
滋賀大学教育学部附属幼稚園は同じ附属小学校・中学校と共

に、「いまを生きる」という教育理念を掲げています。私たち

は幼稚園という学校教育の始まりの幼児期に遊びや生活といっ

た環境から学ぶ「いま」を大切にしながら、「これから」の持続

可能な社会の担い手を育む保育の実践と研究を行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「多様性」と「共生」の捉えの再確認と共有 

一年次の研究におけるキーワードであった「多様性」と「共生」についての捉えを再確認しました。 

幼児一人一人を見つめるにあたっての「多様性」とは、性や人種といった外面的なものだけでなく、価値観や経

験、受けてきた教育や考え方などその内面や背景も包括したものであると捉えを確認しました。 

【互いのもっているものを受けとめあい、互いの関わりの中で生かしながら共に主体となって生きる】

ことが「多様性を生かし共生を実現する保育」であると定義しました。 

事例研究を通して、教師の多様な働きかけを意識することにより、一人一人に内在する多様を受け止めることに

つながりました。そのことにより、子供と教師がさらに自分らしさを発揮し、互いのよさとして受け止め生かし

あいながら遊びや暮らしを豊かにしていくものだと考えました。 

〇 教師の働きかけモデルの作成と活用 

 「多様性を生かし共生を実現する教育」を進める中で、教師が一人一人の多様性を生かし共生に導くための様々な

働きかけについて、日ごろから意識的、直接的に行っているものだけでなく、間接的なものや、環境の一つとして

の働きかけなども含めて整理しました。 

【見守り】【共 感】【教 導】【受 容】 

【認める】【協 同】【問いかけ】 

【関わり・交流】【憧れ・モデル】【暮らしとの出会い】 

これら教師の働きかけを言語化し花びらの重なりをモデルに図式化した 

３年次 ～子供たちとの園環境と暮らし～ 研究成果 

〇 附属幼稚園の最大の特長を生かす 

本園の最大の特長である自然豊かな園庭環境のもつよさと課題

を理解し、子供たちと共に再構築することによって教育方針に

挙げる「目指す子供の姿」を具体的に実現することを目指しま

した。「園環境」と、そのことから生み出される遊びや暮らしに

ついて、「安心・充実～“いま”を充実」「トライ～“いま”と

“これから”をつなぐ」「創造～“これから”に向けて」の視点

から探究することによって、園庭環境のポテンシャルを最大限

に引き出し、子供たちが安心して、意欲的、主体的に関わる

「環境」と「暮らし」を SDGｓの視点から見つめなおしました。 

〇 園環境と暮らしのイノベーション 

園環境に新たな構想を取り入れ、豊かな自然環境を身近なものにしていきました。また、従来からの暮らしの

しつらえにも工夫を取り入れていくことにより、子供たちの自然へ関心や興味はさらに高まりました。事例研

究からは「園環境」と「暮らし」を往還させることによって経験や気づきを深め、学びとして遊びや暮らしに生かしていく姿

が多く見られました。 

 

〇 豊かな自然環境からのアフォーダンス 

  自然環境とのかかわりが豊かになっていくことによって、そこにある「いのち」と関わり、向き合う機会が多くありました。 

ビオトープなどの環境が遊びや暮らしの一部となり、さまざまに経験を深めていく中で自然の中には自分たちからは見るこ

とができない多くの命があふれ、自分たちもその命と共にあるという認識が子供たちの中に生まれたようです。豊かな自然

環境の中のアフォーダンスは、子供たちの“いま”を充実させ“これから”をさらに豊かにするものであると捉えました。 

子供たちとの園環境と暮らしを見つめなおし、イノベーションを進めることによって、多くの学びを得ることができました。 

２年次 ～多様性を生かし共生を実現する教育の探究～ 研究成果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康でたくましい子供】 【豊かに感じ、表現する子供】 【よく考え、自分で行動する子供】 【伝え合い、力を合わせる子供】 

●思い切り遊ぶ 

●自ら楽しくしていく 

●レジリエンス回復力 

●ワクワク・夢中 

●体を十分に使って遊ぶ 

●規則正しい生活習慣 

●自分も相手も大切にする 

●元気・快活    など 

●自分の思いを表す 

●言葉で表す 

●いろいろなことに気付く 

●相手の立場を考える 

●想像力・イメージ豊かに 

●好きなことを見つける 

●楽しいことを見つける 

●自分なりの表現  など 

●自分の思いを伝える 

●試したりやり直したりする 

●自分で決める 

●自分の力に応じてやってみる 

●いろいろな方法を考える 

●粘り強くやりきる 

●知らないことへの問いをもつ 

●じっくり考える   など 

●人から学ぶ 

●相手の思いを聞く 

●折り合いをつける 

●自分にできることを見つける 

●自己主張できる 

●責任をもつ 

●周りの人の役に立つ 

●人への信頼・愛情  など 

４年次 ～幼児期から架け橋期の教育をサステナブルに共創する～ 

〇 めざす子供の姿、育みたい資質・能力について 

３年次の研究を振り返り、あらためて“いま”の幼児を取り巻く環境から、めざす幼児の姿を捉えなおすという課題

が見えました。附属幼稚園の幼児はそのほとんどが附属小学校へ進学します。そこで、附属学校園において幼児期か

ら架け橋期に育みたい資質・能力について、小学校教諭と共に考察し、附属学校園独自の教育課程「附属モデル ESD

カリキュラム」の共創をテーマに取組を進めました。 

〇 幼稚園教育目標からイメージする具体的な姿  

附属幼稚園教育目標「めざす子供の姿」から、“いま”架け橋期に育みたい資質・能力を、幼児の姿として具体的に 

表し、●知識・技能の基礎 ●思考力・表現力・判断力等 ●学びに向かう力・人間性等の視点から整理しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇小学校との合同研究会（1 年生担任・副校長・研究主任） 

・幼児期から架け橋期に育みたい資質・能力、学校園の教育目標・めざす子供の姿などについて共有し、幼稚園

で具体的なイメージとして表し、整理した「育みたい資質・能力リスト」をベースに小学校からの視点からも

育みたい資質・能力について加筆しました。 

・3～5 歳児の保育、小学校 1 年生の授業参観を通して幼稚園教員がつくった事例カードに、小学校での学びに 

どのようにつながり、発揮されるのかという視点から 1 年生担任がコメントを記入することにしました。 

〇 事例カードについて 

保育、授業における子

供の姿を、教師・周り

の子供との関わりも含

めてエピソードとして

記入します。 

エピソードか

ら、子供の言動

の背景や心情の

読み取りなどを

考察します。 

考察を ESD の視点か

ら捉えなおし、育み

たい資質・能力とし

てリストから選択し

表します。 

一年生担任が児童

の学びの姿と重ね

て、育まれた力が

どのように生かさ

れていくのかにつ

いてのコメントを

記入します。 
図 事例カード 

図 資質・能力イメージ 

図 育みたい資質・能力リスト 

上：合同研究会の様子 右：一年生体育科授業 

対象児の幼児期のエ

ピソードを見ること

ができます。 



 

 

 

令和 7年度 実践事例カード 



 

 

 



 

４年次を終えて 

〇 子供たちにとっての最も近い未来を共に考える 

幼児にとって、最も近い“これから”である小学校での学びの様子から事例検討を行う中で、“いま”との「同じ」と

「違い」を感じ取ることができました。小学校の授業においても、子供たちは、問いに対して試行錯誤を繰り返しな

がら向き合い、自分の力量を確かめながら探究していく姿が多く見られました。小学校１年生担任のコメントからも

幼稚園での経験や学びがつながり生かされていることを確認することができました。 

〇 附属学校園で大切にしたい 育みたい資質・能力 

事例を通して、幼児期から架け橋期に育みたい資質・能力リストを作成し、編集してきました。めざす子供の姿からイ

メージし、整理した資質・能力リストにある育みたい資質・能力を、事例をもとに確認、再検討を行いました。共同研

究会においても、「公共の場におけるマナー」「社会生活上のルール」など、通園（学）区域が広い附属学校園で大切に

なると考えられる資質・能力についての提案がありました。また、「数・量」に関することや「言葉・文字・読み書き」

に関する資質・能力の基礎となる資質・能力などについても発達の段階に沿って表すことができました。 

〇 附属独自の ESD カリキュラムに向かって 

今年度整理し、事例検討などを通して確認、編集してきた「幼児期から架け橋期に育みたい資質・能力リスト」を新た

な視点として教育課程に表し、持続可能な形での教育カリキュラムとして位置付けていきたいと考えています。附属幼

稚園で育まれた資質・能力が小学校でも発揮されているということを事例から読み取りながら、子供たちの遊びや暮ら

し、授業における学びのつながりを見据えた“いま”の保育・授業の展開を共創していきたいと考えています。また、

幼児教育による効果を明らかにしていくためにも、めざす子供の姿が“これから”を生きぬく力の基盤となっていくと

いうことについてもカリキュラムの共創から検証していきたいと考えています。 

幼稚園の先生方との共同研究を通して三つの重要な気付きを得ました。 

第一に、子どもの見方・考え方についてです。幼稚園の先生方は、一人一人の人生のストーリーを踏まえ、その子

の立場や見ている世界を想像しながら丁寧に言葉を紡いでいました。そして、子どもがどこでつまずき、どのように

乗り越え、どのように変容していったのかを具体的に捉えていました。これは就学前教育では当然の姿かもしれませ

んが、小学校教員にとっては新鮮であり、幼小接続を考える上で、その視点を理解する重要性を再認識しました。 

第二に、幼稚園教育の在り方から多くを学びました。幼稚園では、子どもの実態に応じて環境が丁寧に整備され、

子どもの主体的な活動が自然に生まれるよう工夫されていました。ビオトープやワークスペースなど、教室や黒板と

いった小学校とは異なる学びの環境が広がり、さらに興味や関心を高める展示の工夫も見られます。こうした環境構

成は、小学校教育においても参考にすべき点があると感じました。 

第三に、幼小接続の重要性を改めて実感しました。小学校一年生を担任して感じたことは、子供たちが、すでに幼

稚園で培った力や経験を有しており、特にスタートカリキュラムの段階では、その力を最大限に発揮できる環境を整

えることが重要であるということです。小学校カリキュラムに接続していく上でも幼稚園教育の在り方から学ぶこと

は多いと考えます。 

スタートカリキュラムと聞くと、固定的・静的であらかじめ定められているイメージをもつことがあります。しか

し、この研究では、予定調和的に進むものではなく、実態から見方・考え方を柔軟に捉えなおす対話的なプロセスが

あり、附属小学校、幼稚園の実態に即した教育の在り方を共に創りあげているように感じました。こうした動的な協

働こそが本来の幼小連携の姿であり、年間を通して多くの合同研究に取り組んできた意義であったと考えます。 

 

附属小学校 1 年生担任より 


